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改革改善
の考え方

①問題
点

・4市町村の調整会議で運用について改善点等を確認する。

②改革
提案

・他の自治体の図書館で借りた本を、どこの図書館でも返却できることを検討していく。
・次期コンピュータシステムにむけて検討を始める。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

豊丘村が加わったことにより、４市町村の相互利用がさらに増え、蔵書が有効に利用されている。ＷＥＢ予約が伸びを示して、
利用者が求める本を迅速に提供できている。一方、インターネット予約利用者には図書館へ来館し館内を歩いて借りるのでな
く、欲しい本だけ借りる傾向がある。

総事業費①+② 10,884 7,458 10,881 7,599

1,000 1,000

臨時職員所要時間

一般財源 6,636 6,657 6,497 6,705

人件費計（千円）② 3,576 3,576

正規職員所要時間

起債

その他 672 801 808 894

県支出金

事業費計（千円）① 7,308 7,458 7,305 7,599 （そ）図書館システムサーバ利用負担金

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

１　定住自立圏形成協定に基づく南信州図書館ネットワークシステムの運
用
[参加自治体：飯田市、松川町、高森町、豊丘村]
（１）ネットワークへの豊丘村の参入
（２）利用登録と利用カード発行
（３）4市町村内で予約資料の相互貸借

2　インターネット予約の受付処理及び予約連絡業務

3　貴重資料目録のホームページ掲載

1　参加自治体数
（1）ネットワーク連絡・調整会議
（2）登録者総数
　内飯田市登録者数
（3）4市町村内相互貸借総数
　ア　飯田市借受数
　イ　飯田市貸出数
　ウ　予約総件数
　　内飯田市予約件数
2　4市町村内インターネット予約総
件数
　　内飯田市インターネット予約数
3　貴重資料ホームページアップ数

1　4市町村
（1）　6回
（2）　32,844人
　　内25,110人
（3）26,708冊
　ア　12,279冊
　イ　11,170冊
　ウ　66,458件
　内44,498件
2　27,879件
　　内20,313件
3　1件

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

平成22年12月、松川町、高森町と定住自立圏形成協定の覚書を締結し、情報の共有ができる図書館コンピュータシステムの共同構築
を行った。平成23年7月に導入したシステムにより運用を行っている。
平成26年7月より図書館ネットワークに豊丘村が参入。

成果
指標

Ｗｅｂ予約件数 19000 20313 20000 20000

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

　学習活動を行っている市民の割合

飯田市の人口（人）
（Ｈ26年度）

102446

意図（どういう状態
にするか）

高機能で安定したシステムの運用により、市民の利便性
が向上。

目
的

対象（誰・何を） 市民

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 28 学習交流活動の推進
基本計画上
の位置づけ

政策 2 地育力によるこころ豊かな人づくり

H27担当課等名 中央図書館 H27係等名 情報サービス係・ビジネス支援係 H26係等名 情報サービス係・ビジネス支援係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 9 終了
事務事業名 図書館コンピュータシステム運営事業

会計 一般会計
50 7

事業種別 経常

2 施策№ 28 事業№


